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自分の道を見つけ、
自信をもって歩んでいこう

進路や人生…
迷ったり、つまずいたりが当たり前

「実は私、中大出身で」の第３回では、総合建設会社「株式会社奥村組」代表取締役社長の奥村太加典氏（1986年理工学部
卒）に、後楽園キャンパスで学んだ在学中の記憶や、創業家出身の社長として取り組んできた仕事などについて話を伺った。
中大卒業を翌年に控え、将来の進路に悩んでいた奥村氏は、北海道の牧場で汗を流した体験が骨身にしみ、「人生にパラダイ
ス（楽園）はない」と気づいたという。この経験が人生の大きな転機となり、建設業の道を歩むと決心した。

（聞き手　「HAKUMON Chuo」学生記者、荒田智海＝文学部３年、九十歩胡春＝文学部３年）
（映像撮影　中央大学広報室・中央大学放送研究会学生スタッフ）

インタビュー動画は
こちらから 

ご覧になれます
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自分の道を見つけ、
自信をもって歩んでいこう

進路や人生…
迷ったり、つまずいたりが当たり前

《奥村組は 1907（明治40）年、当時 27 歳の奥村太平氏
が、奈良の地で創業した。創業家の 5 代目社長である奥
村太加典氏は、高校卒業時に「自立したい。親から離れた
い」と、東京の大学への進学を目指した。幼い頃から土木
への興味、建設現場の仕事に対する憧れがあり、その思
いが中央大学理工学部土木工学科（現都市環境学科）に進
む道を照らしたといえる》

土木への興味、建設現場の仕事への憧れ
コンクリート工学、水理学…単位取得に苦心

―― 奈良県のご出身で東京の大学、中でも中央大学に進
学された理由を教えてください
奥村太加典氏　奈良の自宅から出て親から離れたかったん
です。そのためには、東京に出るというのが一番確度の高
い方法だろうと。関西の大学だと自宅から通いなさいと言
われたらダメですから（笑い）。東京の大学の入学試験をい
くつか受けて、中央大学に合格できたということです。
―― 中大の受験で土木工学科を選んだのは、創業家の仕
事との関係性からですか
奥村氏　そうですね。幼い頃から自宅に奥村組の社員がよ
く出入りし、近くにあった奥村組の建設現場を見学したこ
ともあって、土木への興味であるとか、建設現場の仕事に
対する憧れのような気持ちを持つようになりました。高校１
年の進路適性試験では、土木・建築の分野に向くという結
果も得ていました。建築はさっさっさーっとビルの外観な
どを描いたりできるデッサンの能力が必要ですが、私は絵
が下手なので…（笑い）、デッサンがない土木を選びました。
―― 中大で学んだこと、学生生活の思い出などを教えて
ください
奥村氏　土木工学科の専門科目は本当に面白いと思いなが
ら取り組んでいました。研究室では、土の性状や、土を土
木の材料として扱う際にどういった特性を考慮する必要が
あるかを研究していました。当時は厳しい先生が多く、専
門の必修科目（の単位）がやすやすとは取れない。そういう
科目がたくさんありました。コンクリート工学や水理学な
どは、私も１年目では単位を取得できず、２年かけて取得

した、そんな思い出があります。学業以外では結構、友人
たちとお酒を飲んだ記憶がありますね。冬になると、友人
たちと長野県の奥志賀高原などにスキーに出かけました。
学外での一番の楽しみでしたね。今はスキー仲間とはなか
なか会う機会がないのですが、ほかの仲間とは時々集まっ
て、お酒を飲みながらいろいろな話をして、学生時代に戻っ
たように楽しんでいます。

《奥村氏は「少し中途半端な学生生活だった」とも、中
大時代を回想した。卒業して奥村組に入社し、土木の道
を歩むことに少しためらう気持ちがあった。昼間は大自
然の中で体を動かして、夜はぐっすり眠る。楽しく暮ら
す中で利益も生まれて生活が成り立つ。卒業の前年、北
海道の牧場にそんなパラダイスのような世界を思い描き、
実際に働いてみた。しかし、現実はさまざまな意味で非
常に厳しかった。ただ、その体験が進路の迷いをなくし
てくれた》

「迷い道」歩いた中大時代
牧場での経験が転機、土木の道へ

―― 卒業を控えて北海道の牧場で働いたことが転機に
なったと伺いました
奥村氏　私は少し中途半端な学生時代を過ごしたと思い
ます。学業にはもちろん熱心に取り組みましたが、３、４
年生くらいから、ちょっと「迷い道」に入ってしまいまし
た。将来どの方向に進むべきか本当に迷いました。１年間
留年したのですが、幸いにして５年目は卒業単位の心配は
なく、いろいろなことにチャレンジする時間的余裕ができ
ました。西部劇の世界が好きで、馬に乗って広い荒野を駆
けながら牛を追いかける毎日に憧れがあったので、北海道
の牧場で働けないだろうかと。すると姉が、北海道の牧場
に嫁いだ高校の先輩に、牧場を紹介してほしいとお願いす
る手紙を書いてくれて、その先輩が「ならば、うちに来な
さい」と面倒を見てくださることになりました。
―― どれくらいの期間、働いたのですか
奥村氏　8 月のお盆前までの 4 カ月間です。4 月に行った
ら、まだ農作業が無理なほど大地は凍っていました。家族
経営の牧場で、牛舎につないで飼っている牛と、囲いの中
で放し飼いにしている牛が合わせて約 100 頭。黒毛和牛と
一部は牡のホルスタインでした。仕事はまず牛の餌やりで
す。サイロ（円筒形の貯蔵庫）の中でサイレージという家畜
飼料を大きなフォークで落とす作業では、発酵した匂いで
ふらつきそうになることもありました。毎朝６時起きでサ
イレージに関係する作業と、牛の寝藁の入れ替えなどを行
いました。休みは月に一日だけ。牧場の車を借りて 10 キ
ロ離れた駅前の町まで行って、まずは床屋さんです。あと
は下着を小さな衣料品店で調達したりで、あまり休息する
暇はありませんでしたね。牛を引っ張ったり、サイレージ
を落としたりするのは結構な重労働だったので、身体は鍛
えられてムキムキになりました（笑い）。小豆や大豆も作っ
ていたから、牛の世話が終われば畑にも出ていました。

北海道十勝平野の牧場で働いていた頃。右は様子を見に訪れた姉の珠己さん
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　私は卒業して土木の道に進むことにちょっと迷いがあっ
て、北海道にはパラダイスがあって夢のような生活ができ
るのではないかと期待に胸を躍らせながら行ったんです。
ところが、現実は牧場の生活も経営も非常に厳しい。大変
な仕事をされているということを目の当たりにし、自分自
身も体験して、「この世にパラダイスなんてないんだ」と実
感しました。土木の道を歩もうと、そこで決心したんです。
４カ月でさまざまな経験ができ、パラダイスはないとわかっ
たけれども、もう少し居たかった。やりがいがありました。

《奥村組は「堅実経営」「誠実施工」を経営理念に掲げる。
1986 年に日本初の実用免震ビルを建設した免震のパイオ
ニアであり、トンネルを掘削するシールド工事にも強みを
持つ。大阪のシンボル、通天閣（２代目）の施工（1955 年）、
海上に浮かぶ東京湾アクアラインの人工島「海ほたる」の
建設（1995 年）にも携わった。近年、奥村社長のトップダ
ウンにより同業他社に先駆けて積極的な広報活動を展開。
今や“攻めの広報”は奥村組の代名詞となっている》

トンネルの貫通・到達が喜び
「堅実経営」「誠実施工」を貫く

―― 39 歳で社長に就任されましたが、それ以前の若手時
代を含めて、仕事上の喜び、やりがいを感じたこと、また
は苦労した経験を教えてください
奥村氏　若手のころは建設現場勤務でしたので、工事が日々
進捗することにやりがいを感じていました。山岳トンネル工
事の貫通の瞬間や、シールドトンネルで終点まで到達した瞬
間の喜びや達成感は格別です。営業職のときは大型工事の受
注が喜びでしたし、社長の立場なら業績が安定することが喜
びです。印象に残っているのは、若手の頃に経験した現場で
の日々です。大学で土木を学んできましたが、現場で通用す
る部分もある一方、現場で一から学ばないとできないものも
たくさんあった。そういう意味でも印象深いですね。
―― 2027年2月に創業120周年を迎えられます。長期
にわたって事業を続けられた要因は何でしょうか
奥村氏　奥村組は経営理念の「堅実経営」「誠実施工」とい
う２つを創業者の奥村太平の時代から今日まで大切にしてき
ました。建物や土木構造物など長く使われるものを造った会
社として持続可能なしっかりとした存在でなければいけない
という意味の堅実経営と、安心、安全に住んだり、使ったり
できる建物・構造物を造る使命があるという意味の誠実施工。

この２つを大切にしてきたから120年があると思います。

お笑いの“大阪本社組”
CMにもクスっと笑える要素を

―― 俳優の森川葵さんが建設女子を演じる CM「奥村くみ
シリーズ」（2018年放映開始）や、米メジャーリーグ野球
の吉田正尚選手を起用したCMも話題になりました。攻め
の広報を進めるきっかけや、その理由を教えてください
奥村氏　民間工事のコンペで大変悔しい思いをし、知名度の
低さがマイナス要因になると認識したことと、免震ゴム（建
物を地盤から切り離し、地震の揺れを吸収するなどして建物
の変位・変形を小さくする装置）の正常な作動を確認する実
験を行った際、広告代理店にマスコミなどへの広報を任せた
ところ、想像以上の反響があり、広報のやり方次第で大きな
効果が得られるとわかったこと。この２つの経験から、攻め
の広報に打って出ることを決断しました。その後、2018 年に

「大阪国際女子マラソン」への協賛を決め、その中継番組内
で流すために初めて制作したＣＭが「奥村くみシリーズ」です。
お笑いの本場の大阪に本社がある会社として、クスっと笑え
る要素をＣＭに盛り込むよう指示しました。
―― テレビ CM は新卒採用などに効果があると感じられ
ますか
奥村氏　効果は大きいですね。（新卒採用で）幅広いエリア
の、さまざまな学校からエントリーしてもらえるようになり
ました。「ＣＭを見て志望した」という社員が何人もいます。
ＣＭは建設業界のイメージを向上させる内容とすることも重
視しています。2024 年に制作した CM では、業界団体や国
土交通省が建設業界のイメージアップに向けて掲げるキャッ
チフレーズ「新３Ｋ＋Ｋ」※を取り上げましたし、最新作では、
女性の活躍と男性の育休取得をテーマにしています。

《座右の銘は「腹が立ったら明日怒れ」。翌日になってもま
だ腹が立つようなこと以外は些細なことだから怒る必要は
ないという意味だという。創業者である曽祖父の言葉を、
奥村氏は母親を介して耳にした。「ぐっとこらえろ」という
戒めとして、胸に留めている》

―― 創業家の社長として気をつけていること、心がけて
いることはありますか
奥村氏　裸の王様にならないことです。できるだけ皆の声を
聞くように、ちゃんと服を着ているかなと、確認しながらや
らなければいけないと思っています。座右の銘は「腹が立っ
たら明日怒れ」で、創業者で曽祖父の奥村太平が常日頃、口
にしていたといわれる言葉です。「腹が立って、明日になっ
てもなお収まらないようなことであれば怒りなさい。それ以
外のことは小さいことだから怒る必要はない」という意味で、
カッとなっても、いったんはぐっとこらえろという戒めなん
です。曽祖父から直接言われたことはなかったのですが、母
親から「ひいじいちゃんはこう言ってたんよ」と聞かされて、

※建設業界では、『給与が良い』『休暇がとれる』『希望がもてる』の新
3K に『かっこいい』を加えた『新 3K ＋ K』の実現を目指している。

入社時に同期生たちと撮影した懐かしい一枚。中段の左から４人目が奥村氏
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ずっと自分への戒めの言葉としています。
―― 趣味のマラソンと建設業の類似性について、以前に
出演したラジオ番組で語られていました
奥村氏　48歳の初挑戦から、これまで計 20 回フルマラソ
ンに出場しました。今朝も５キロくらい走ってきましたよ。
マラソンは日頃の練習とトレーニング。そのトレーニング
にもサポート体制があって、本番に挑む。レース中もいろ
いろな人に応援してもらいながら42.195キロを走り切りま
す。ゴールしたら、次に備えて、さまざまな改善項目など
を加えて練習を始めます。建設の仕事もいろいろな準備と、
発注者の皆さんや設計事務所の方などのサポートがあって、
着工に漕ぎ着ける。工事中も応援やサポートがあって竣工
を迎えることができる。竣工したら改善点などを見つけて、
次はもっと良い仕事ができるよう努力する。マラソンと建
設業には類似性があるなと感じているんです。

《今回インタビューを行ったラウンジのある後楽園キャンパ
ス新1号館（2025 年１月竣工）は競争入札で受注した奥
村組の施工である。新１号館は奥村氏が主に学んだ旧２号
館跡に建ち、CM の「新３Ｋ＋Ｋ篇」の一部は新1号館の工
事現場で撮影された。インタビューでは、母校の中大生への
メッセージ、中央大学への期待についても尋ねた

新１号館建設に「うれしさとプレッシャー」
中大生の真面目さ、社会で必ず生きる

―― 新１号館は奥村組が建設を担ったと伺いました。 
受注が決まったときの思いを教えてください
奥村氏　数社の競争見積もりを経て、受注させていただきま
した。うれしいという気持ち以上に、ミスは許されないとい
う大きなプレッシャーを感じました。「母校に錦を飾らせて
いただける」という形になったので、とにかくきっちりと仕
事をしようという思いでした。建物の特長として、外観は変
化や多様性などが表された意匠であり、内部は大きな吹き抜
けの構造でトップから自然光が入ってくる。まさに「中央か
ら世界へ」つながるデザインだろうと思います。非常に凝っ
ているので、造る方は大変でした（笑い）。私も何度か建設中
の現場に足を運びましたよ。
―― 卒業生として、母校の中央大学に期待するところは
ありますか
奥村氏　中央大学は割と地味じゃないですか（笑い）。他大
学に中身で優っているところも多いのに、あまり知っても
らえていないことに悔しい思いをしています。いろいろな
情報発信を強くしてもらって、良い意味で目立つことが必
要だと思うんですよね。現状は関東エリアの学生が非常に
多い。そうではなくて、もう一回、“全国区”になってくれ
ることを期待しています。
―― ご多忙な毎日の中で、中央大学のことを意識するこ
とはありますか。また、後輩の中大生にエール、メッセー
ジをお願いします
奥村氏　いろいろな場所、場面で大学の先輩、また後輩と
接する機会があるので、自然と意識します。「私は中央大学

の卒業です」と言われれば、「おう、おう、おう」という（歓
迎する）感じになりますからね。私自身、迷い道に入った
り、つまずいたりの人生を歩んでいますが、学生の皆さん
に言いたいことは、つまずくというのは決して悪いことで
はなく、迷うのも悪くないということです。迷いの中から、
何らかのきっかけで道を見つけて歩んでくれたらいいんだ、
というふうに思っています。全く迷いなく卒業する人も大
勢いると思うんですけれど、社会に出てから迷うこともあ
ると思うんですよね。私は「いや、迷って当たり前だよ。
今まで迷わなかったのがおかしい」と受け止めてくれたら
いいのではないかと思います。中大生は基本、真面目な気
質を持っているでしょう。その真面目さはとても重要です。
社会でも必ず生きる資質ですから、社会に出てからも頑張
れば何でもできる。そういう自信を持って羽ばたいてほし
いと思います。
―― 迷い道からの出口、迷いの中から糸口を見つけるヒ
ントを教えてください
奥村氏　私が北海道の牧場に行ったように、現在地から離
れてみたらいいと思います。思い切ってちょっと離れてみ
ると、物事が客観的に見えてきて、道が見えてくる。そう
いうこともあるのではないでしょうか。

奥村太加典氏
おくむら・たかのり。1962年、奈良県香

かしば

芝市出身。1986年中央大学理工
学部土木工学科（現都市環境学科）卒。同年奥村組入社、94年取締役関西
支社次長、95年取締役東京支社営業部長、2001年常務取締役営業担当、同
年代表取締役社長（当時39歳）。2008～12年と2015～19年大阪建設業協
会会長、2020～24年全国建設業協会会長。母校の奈良県立畝

うね び

傍高校では、
高市早苗首相の１学年後輩。当時は面識がなかったが、奥村氏の姉、珠

たまき

己さ
んと高市首相は同級生で、高市首相からは「たまちゃんの弟」と呼ばれてい
るという。
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